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《誕生会》 

おめでとう！！ 

《０歳児親子のつどい》 

助産師さんへの育児相談、身体測定 

わらべうたのつどい♪ 

四十九台公園でのお花見会。小学生が歌を歌いながら絵本を読ん

でくれました。皆さん大喜びで一緒に歌っていました。 

乳児棟の園庭の木々も若葉が茂り始め、心地よい季節になりました。戸外で気持ち良く遊べる時期は短

く、あっという間に梅雨に入ります。晴れた日は、できるだけ外に出て体を動かして遊びましょう！ 

今月も楽しいプログラムを用意していますので、是非お出かけ下さい。 

からだバーで身も心もリフレッシュ！ 

蛇ヶ谷公園で遊んだよ♪ 



☆メープル広場開放 ９：３０～１４：３０   

（メープル広場は月～金曜日どなたでも参加できる広場です。） 

☆園庭開放 ９：３０～１１：３０ 

（晴れた日の午前中は園庭開放をしています。） 

  ☆お弁当持参もOKです。 

☆好きな時に来て、好きな時に帰る、自由な支援センターです。 

☆イベントに参加しなくても広場は利用できます。 

※印は、隣のページに詳しく書いていますので参照ください。  

日 月 火 水 木 金 土 

１ ２ ３ ４

５ ６ ７ ８ 

0 歳児親子の 

つどい 

（離乳食の話） 
（10:00～11:00）

９ １０ 

※ 

金栗四三周遊バス

に乗ろう！ 

１１ 

１２ １３ １４ 

※0歳児親子の 

つどい 

＊助産師参加

１５ 

※ピ-スくらぶ 

（双子のつどい）
（10:00～11:00）

１６ 

絵本の読み聞かせ
（10:30～)

１７

1歳児以上

親子のつどい 
（10:00～11:00）

１８ 

１９ ２０ 

※ 

ポコポコくらぶ 
（9:30～11:30）

２１ ２２ 

０歳児 

わらべうたのつどい
（10:30～11:00）

２３ 

１歳児以上 

わらべうたのつどい
（10:30～11:00）

２４ 

※ 

芋の苗植え 

２５ 

２６ ２７ ２８ ２９ 

※ 

身体測定をしよう

３０ 

※誕生会 
（10:30～）

３１ 
※ 

手作り玩具の 

つどい 
（9:30～11:30）



玉名市子育て応援サイト「たまログ」 http://tama-log.org

 「玉名市子育てネットワーク」と「森のひろばログさんち」が利用者支援事業で立

ち上げた、玉名市の子育て支援情報がスマホやパソコンで一覧できるサイトです。

お気軽にご利用下さい。  

たまログ URL QR コード 

玉名市 たまログ 検索

日 時：１５日（水）１０時００分～１１時００分 

＊双子（三つ子）のお子さんがいらっしゃる方、一緒

に語り合いましょう。

日 時：１４日（火）9時３０分～１１時３０分

＊助産師の大山さんが来られます。 

育児相談、身体測定もできます。 

＊駐車場が込み合いますので、奥からつめて 

停めて頂くようご協力お願い致します。 

日 時：２０日（月）９時３０分～１１時３０分 

＊出産前に、スタイや小物を作りながら、ゆっくりお話

 をしましょう。好きな方は、裁縫道具を持参して頂く

と、スタイや小物が作れます。

日 時：３０日（木）１０時３０分～ 

＊誕生日月の方は手形をとりますので、10時までに

来て下さい。 

日 時：２４日（金）１０時～

＊汚れてもいい服装・靴でお越し下さい。 

日 時：１０日（金）９時２０分集合 

集合場所：敬愛保育園 駐車場集合   

  ＊要予約 

みんなで玉名をバスに乗って巡りましょう。 

詳細は、スタッフまでお尋ねください！

日 時：２９日（水）１０時～１１時 

＊身体測定をしましょう。 

  どのくらい大きくなったかな？ 

日 時：３１日（金）９時３０分～１１時３０分 

＊わらべうたで遊べる 

人形です。一緒に作って 

遊びましょう！ 



＊お気軽にお電話下さい！！ 

＊育児相談（電話・面接） 

＊「一時保育」申込み・お問い合わせ 

 いずれも月～金（午前9時～午後４時まで） 

玉名市築地２１２－１ 

（敬愛保育園 敬愛子ども子育てステーションMoMO内）

ｔｅｌ：（０９６８）７４－４５１４ 

 ｆａｘ：（０９６８）７４－３８６８ 

http://www.keiai-hoikuen.org/

玉名市子育てネットワーク 

数十回目の正直

２０１７年、私たちは初めての体外受精移植を行いました。不妊治療のため、病院通いを

始めてから４年が過ぎようとしていました。初めて夫婦で検査を受けた時はお互いに２０代

で、「妊娠を希望し、一定期間性生活をおくっているのに、1 年以上妊娠しない状態のこと

を不妊症という」ということを聞いた私たちは、軽い気持ちで検査を受けました。結果はお

互い良好。双方全く問題がないため、いわゆる「原因不明の不妊症」とされました。 

 その日から４年間、不妊治療のための病院通いがスタートするのですが、仕事との両立に

疲れたり、「なんで悪いところもないのに片道１時間もかけて病院に通わないといけないの

か」と思うこともありました。ずっと出口のないトンネルを走っているような気分でした。 

そんなある日、夫から「体外受精をしてみて、それでも出来なかったら子どもは諦めよう」

と言われました。今まで何度も体外受精のタイミングはあったのですが、私自身体外受精に

抵抗があり、「出来るだけ自然に近い形での妊娠」を希望していたためにずっと避けていた

治療法でした。最終的に夫からの強い希望で体外受精を行うことが決定するのですが、その

時は体外受精への不安や期待よりも、「あぁ、これが終わればもう病院通いをしなくていい

んだな」という安堵感の方が強かったように思います。 

実際、体外受精の治療を受けて思うことは、もう２度とやりたくないということです。何

かと聞かれると、それは注射です。毎日同じ時間に往復２時間かかる病院に行って、筋肉注

射を打つのです。今日は右腕、明日は左腕、と交互に１日ずつ打つのですが、２日前に打っ

たところがまだ痛い。「お尻でもいいですよ」と看護師さんに言われましたが、結局腕に打

ってもらいました。 

そんな経験をしながら無事産まれた娘は１歳になりました。あの時、夫が体外受精を強く

希望しなければ、この子は存在しなかったのかもしれないと思うと、とても不思議な気持ち

になります。娘が産まれてきてくれてから、夫の帰宅は早くなり、家の中も以前よりもかな

り明るくなりました。そこにいることが当たり前だと思わず、日々を大切にしながらこれか

らも過ごしていきたいと思います。 

ペンネーム  コロ助 


